
2025 年 8月 4日 

 

笠間市との地域交通の課題解決に向けた検討協議会の設置について 
 

常陽銀行（頭取 秋野 哲也）は、笠間市（市長 山口 伸樹）と交通空白の解消に向け、

「地域交通の課題解消検討協議会」（以下、「協議会」）を設置しますので、下記のとおりお知らせ

します。 

笠間市では、公共交通利用者の減少や運転手不足の深刻化を背景に公共交通サービスの維持・

継続が困難な状況が続く中、「笠間市地域公共交通計画（2025 年度～2029 年度）」に基づき、持続

可能な公共交通ネットワークの実現に向けた取り組みを進めています。 

今般、協議会を立上げ、各種データ利活用による現状分析や課題抽出、公共ライドシェア※の

試験運行等を通じて、公共交通における人材や路線不足の補完、住民利便性の維持・向上等、

交通空白の解消に繋げていくことを目指します。 

当行は、地域の持続性向上支援といった社会課題解決戦略を推進し、地域社会の持続的

成長に貢献してまいります。 

※タクシーやバスなどの公共交通機関が十分でない地域や時間帯において、自家用車を活用して有償で

旅客輸送を行うサービス。 

 

記 

1．協議会の概要 

 

目 的 

地域住民や来訪者の公共交通利用に支障となる「交通空白」の解消に向け、地域の

実情に応じた輸送サービスの導入検証など、地域交通の課題への早急な対応やその

実施に関する協議を行うため 

活動内容 

1．地域交通の課題解消に関する総合的な推進に関する事項  

2．自家用有償旅客運送や新モビリティサービス等の導入検証に関する事項 

3．その他、目的の達成に必要な事項 

設 置 日 2025 年 7 月 31 日 

 

2．その他 

 今後、笠間市内にて、地域の交通事業者と連携し、一般ドライバーを活用した公共ライド

シェアの試験運行を予定しております。 

以  上 


